
掛－1 

標準報酬月額に関する月例報告書 

毎月、組合員数・標準報酬月額・掛金負担金額を報告し、掛金額・負担金額を各経理ごとに振

り込んでください。（※派遣職員に係る掛金・負担金も含めて報告してください。） 

なお、「短期組合員」の資格取得にかかる当月分の掛金が未収となる場合は、「未収金対象者リ

スト」【掛－2】を提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1】同月内の育児休業期間である場合、その日数が 14日以上であれば免除となります。 

 

【2】 対象経理 徴収期間の捉え方 

短期経理（介護） 40歳誕生日前日の属する月～65歳誕生日の属する月の前月まで 

厚生年金保険経理 組合員資格取得時～70歳誕生日前日の属する月の前月まで 

短期・保健経理 75歳誕生日の前月（注意：徴収する率が異なります） 
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記入してください。 

４ 

★注意点 

・月の中途で資格取得した時は、その月の１ヶ月分の掛金・負担金を徴収します。  

・月の中途で資格喪失した時は、その月の掛金・負担金は徴収しません。   

・月の中途で産前産後休業を取得した時は、その月から掛金・負担金（掛金相当分）が免除になります。 

・月の中途で産前産後休業を終了した時は、その月から１ヶ月分の掛金・負担金を徴収します。 

・育児休業を取得した場合は、その期間等によって免除を受けられる場合があります。《下記【1】参照》 

・年齢到達（40 歳・65 歳・70 歳・75 歳）によって掛金・負担金の徴収内容が異なります。《下記【2】参照》 
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月例報告書に関する「未収金」の報告 

 「短期組合員」の資格取得に係る未収金が発生した場合には、必ず提出してください。 

 

 
 

 

〇翌月の振込にて、必ず調整してください。 

 

所属名番号 〇〇〇 所属所名

負担金未収

短期 保健 介護 合計 有・無

〇〇〇〇〇 〇,〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇,〇〇〇 有　無

有　無

有　無

有　無

有　無

有　無

有　無

対象人数 短期合計 保健合計 介護合計 総計

1名 〇,〇〇〇円 〇〇〇円 〇〇〇円 〇〇,〇〇〇円

短期合計 介護合計 保健合計 事務費 総計

円 円 円 円 円

掛金合計

負担金合計
未収金につきまして、報告いたします。

令和　〇年　〇月　〇日

共済　五郎 〇〇〇,〇〇〇

短期組合員にかかる未収金対象者リスト

〇〇〇市役所 令和　〇年　　〇月分

証番号 組合員氏名 標準報酬月額(円）
掛金(円）

１ 当月分欄について 
当月分の組合員数、標準報酬月額は組合員種別ごとに計算し、掛金負

担金額は合計額を記入してください。 

２ 
遡及期間に係る掛金

等の調整について 

月の中途で資格喪失した時や、標準報酬月額などが前月以前にさかの

ぼったときに、掛金・負担金を調整する欄です。｢遡及調整書｣を作成

し、求められた過不足額を記入してください。 

３ 

産前産後・育児休業期

間に係る掛金等の免

除調整について 

産前産後休業・育児休業を取得した組合員に係る掛金・負担金が免除

になります。 

「産前産後・育児休業掛金免除者明細書」を作成し、掛金免除合計額を

記入してください。（負担金免除額は、掛金免除額と同額です。） 

４ 介護保険料について 40歳以上 65歳未満の組合員については、介護保険料も徴収します。 

「負担金未収有無」について〇を付し

てください。有の場合は、その金額を

「負担金合計欄」に記入してください。 

【掛金算出のポイント】 

①それぞれの掛金（保険料）率に標準報酬月額を乗じ、円未満の端数は切り捨てる。 

②ただし、短期掛金率と保健掛金率は合算した率を乗じて算出し、その金額を案分して振り分ける。 


